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引きつづき「くらしのアンケート」にご協力を引きつづき「くらしのアンケート」にご協力を
　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
配
布
し
た

「
く
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
日
本
共
産
党

柏
市
議
団
）
が
１
月
６
日
現
在
で
８
６
５

通
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
ご

連
絡
・
対
応
が
必
要
な
も
の
が
２
５
０
件

あ
り
ま
し
た
。
柏
市
議
団
で
は
、
電
話
や

訪
問
し
て
の
具
体
的
内
容
の
聞
き
取
り
、

要
望
個
所
の
現
地
調
査
な
ど
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
国
保
料
の
減
免
の
制

度
を
知
り
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
お
礼
の
お
手
紙
も
届
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
道
路
、
安
全
対
策
の

ご
要
望
な
ど
は
来
年
度
の
予
算
要
望
と
し

て
ま
と
め
、
柏
市
に
提
出
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
生
活
が
苦
し

く
な
っ
た
」
と
い
う
方
は
20
代
か
ら
50
代

の
方
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
感
染
す

る
・
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不

安
が
全
世
代
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
く
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
日
本
共

産
党
柏
市
議
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　〝柏の宝〟ともいえる自校方式の学校給食に
は、おいしさ以外にもさまざまな利点があります。
●各学校の調理室からできたての給食を提供でき
る●学校ごとに工夫した豊富なメニュー●食中毒
や災害のリスクが少ない●災害で学校が避難所に
なったときの食事提供も可能●地元の商店から食
材を購入できる──などです。

　一方、センター方式には重大な弱点があります。
一番危惧されるのは安全面です。市教委が構想す
る1カ所7000～ 9000食の給食センターで食中毒が
発生すれば、その被害は重大です。事故や災害
で調理がストップしたときの影響も大きくなります。
一昨年の台風15号で新旧両方の給食センターが被
災した館山市では、市内すべての児童生徒が１年
以上も弁当やおかずの持参を求められました。

　自校方式の旧柏地域の学校では〝柏で一番おい
しい給食〟を競い合っています。「給食室では、
生徒一人ひとりにおいしく食べてほしいと、朝早
くから一生懸命作業をしています。そして、多く
の生徒がその気持ちに応えるため食缶を空っぽに
しようとしています。その姿がうれしく、とても
やりがいを感じます。今後も更においしい給食づ
くりを目指します」（ある学校の「給食だより」
から）。自校方式の学校では、お昼が近づくと給
食調理室からおいしいにおいが漂ってきます。

自校方式の給食は〝柏の宝〟

巨大給食センターの弱点

ある学校の「給食だより」から

　旧沼南地域では合併前からセン
ター方式でした。柏市と沼南町の
合併協議会では「柏市と同じ自校
方式に」という沼南町側からの願
いが、議論の1つの焦点になりま
した。そうした経過から、合併後
に移転整備された風早南部小学校
では自校方式が採用されました。
　市教委の構想案では、自校方式
の良さを認めながら、旧沼南地域
も含めた自校方式での整備とセン
ター方式への移行を今後60年間
で比較して財政負担を約300億円
軽減できると結論づけています。
　「財政が厳しい」という理由は
通用しません。柏市は、柏駅西口
の開発に国と合わせて約350億円
の税金を使おうとしています。大
型開発こそ見直しして、旧沼南地
域の小中学校でも計画的に自校方
式の給食に移行すべきです。

　柏市教育委員会が公表したセンター化を中心とする「学校給食将来構想案」に、
学校関係者から「できたてのおいしい給食を子どもたちに提供できる自校方式を守
ろう」との声が広がっています。
　市教委の発表は12月1日号の「広報かしわ」。パブリ
ックコメント募集の記事が小さく載りました。意見
募集は1月4日に終了。3月には決定する予定です。
　「構想案」は効率と財政負担軽減を優先し、自校
方式をやめ1カ所で7000～ 9000食調理できる巨大
給食センターを4カ所つくるというもの。日本共産党
柏市議団は絶対に反対です。

「構想案」の
給食センター
配置図

旧沼南地域の小中学校も
自校方式に移行すべき

緊
急
事
態
宣
言
││
十
分
な
補
償
と
検
査
の
抜
本
的
な
強
化
を

自校方式でこそ
●学校ごとに工夫した
●できたてのおいしい給食を

提供できます 市教委が
効率優先の
構想案
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